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はじめに

この前書きの内容は次のとおりです。

• 対象読者, v ページ

• マニュアルの構成, v ページ

• 表記法, vi ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート , vii ページ

対象読者
このガイドは、主に既存の Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）インスタンスをアップグ
レードする必要があるユーザを対象にしています。

マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

説明タイトル章

UCS Manager GUIを使用して、Cisco Unified Computing
System（CiscoUCS）を、指定したリリースにアップグレー

概要第 1章

ドする概要を説明します。開始する前に知っておく必要が

あるアップグレード手順やその他の情報などが含まれま

す。

アップグレードの前提条件について説明します。前提条件の実行第 2章

Cisco UCS の Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのアップグレード
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説明タイトル章

アップグレードに必要なファームウェアがある場所と、そ

れを Cisco UCSManagerにダウンロードする方法について
説明します。

ファームウェアの

ダウンロード

第 3章

アップグレードを実行するために必要な順序で従う必要が

ある手順について説明します。

ファームウェアの

アップグレード

第 4章

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

意味表記法

コマンド、キーワード、GUI要素、およびユーザが入力
したテキストは boldフォントで表示されます。

boldフォント

マニュアルのタイトル、新規用語または重要な用語、値

を指定すべき引数は italicのフォントで表示されます。
italicフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必須の代替キーワードは、波カッコ内にグループ化され、

垂直バーで区切られます。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

ターミナルセッションおよびシステムから表示される情

報は、courierフォントで表示されます。
courierフォント

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!, #
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「注釈」です。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。この状況では、機器の損傷やデータの損失につながるような操作を

する可能性があります。

注意

ここで説明されている操作により時間を短縮できることを意味します。この段落で説明する

操作を実行すると、時間を節約することができます。

ワンポイントアドバイス

読者に対する警告を意味します。この状況では、身体に対する傷害につながるような操作を

する可能性があります。

警告

関連資料
CiscoUnifiedComputingSystem（CiscoUCS）に関するすべてのマニュアルの一覧を示すロードマッ
プは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのアップ
グレードの概要

この章の構成は、次のとおりです。

• ファームウェアの概要, 1 ページ

• Cisco UCS Release 1.3(1)へのファームウェアアップグレード, 2 ページ

• ファームウェアのダウングレード, 13 ページ

ファームウェアの概要
CiscoUCSでは、シスコから取得し、シスコによって認定されたファームウェアを使用して、Cisco
UCSインスタンスのエンドポイントをサポートします。各エンドポイントは、ファームウェアが
機能するために必要なインスタンスのコンポーネントです。 Cisco UCSインスタンスには、次の
ファームウェアエンドポイントが含まれ、ファームウェアのアップグレード時にアップグレード

する必要があります。

• BIOS、ストレージコントローラ（RAIDコントローラ）、Cisco IntegratedManagementController
（CIMC）など、サーバ上に物理的に存在するエンドポイント

• NICおよび HBAファームウェアなどのアダプタ上に物理的に存在するエンドポイントおよ
び Option ROM（該当する場合）

• I/Oモジュール

•ファブリックインターコネクト

• Cisco UCS Manager

Cisco UCS の Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのアップグレード
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Release 1.3(1)では、BMCの名前がCIMCControllerに変更されました。このリリースにアップ
グレード後、Cisco UCS Managerでは BMCという用語が使われなくなります。このマニュア
ルでは、Release 1.3(1)を対象にしているため、BMCではなく CIMCの用語を使うことがあり
ます。

（注）

シスコでは、このマニュアルおよび次のテクニカルノートにおいて、ファームウェアイメージお

よびファームウェアアップデート管理の一連のベストプラクティスを保持しています。『Unified
Computing System Firmware Management Best Practices』

このマニュアルでは、ファームウェアの管理について、次の定義を使用しています。

エンドポイントで実行しているファームウェアを、リリースやパッチなど

の他のイメージに変更します。アップグレードには、アップデートとアク

ティベーションが含まれます。

アップグレード

ファームウェアイメージをエンドポイントのバックアップパーティショ

ンにコピーします。

アップデート

バックアップパーティションのファームウェアをエンドポイントのアク

ティブなファームウェアバージョンとして設定します。アクティベーショ

アクティブ化

ンには、エンドポイントのリブートが必要な場合やリブートが発生する場

合があります。

Cisco UCS Release 1.3(1) へのファームウェアアップグレー
ド

Cisco UCS Release 1.0(1)および 1.0(2)から Release 1.3(1)へのファームウェアアップグレードは、
予定されたメンテナンスウィンドウで計画する必要があります。このファームウェアアップグ

レードでは、次のことを想定しておく必要があります。

•クラスタ設定では、最大 1分間のデータトラフィックの中断。ファブリックインターコネ
クト間のフェールオーバーにより、ファブリックインターコネクトと I/Oモジュールのリ
ブートに必要な長時間の中断が避けられます。

•スタンドアロンファブリックインターコネクトでは、サーバのリブートに必要な最大 1分
間、およびファブリックインターコネクトと I/Oモジュールのリブートに必要な約 10分間
のデータトラフィックの中断。

このファームウェアのアップグレードでは、次の方法を組み合わせる必要があります。

•エンドポイントでの直接のアップグレード。 2つのファブリックインターコネクトによるク
ラスタ設定の場合、直接のアップグレードによって、データトラフィックの中断を最小限に

することができます。ただし、Cisco UCSインスタンスに、直接アップグレードするエンド
ポイントのファームウェアポリシーをインクルードしないようにします。ファブリックイ
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ンターコネクトが 1つだけの Cisco UCSインスタンスでは、トラフィックの中断が避けられ
ません。

•ホストファームウェアパッケージまたは管理ファームウェアパッケージ、またはその両方
を含むサービスプロファイルによって、サーバエンドポイントをアップグレードします。

この方法はデータトラフィックを中断させるため、メンテナンスウィンドウ時に実行する

必要があります。

直接のアップグレードは、サーバ BIOS、ストレージコントローラ、HBAファームウェア、
HBAオプション ROMなど、すべてのエンドポイントで利用できるわけではありません。そ
れらのエンドポイントは、サーバに関連付けられているサービスプロファイルに含まれてい

るホストファームウェアパッケージによって、アップグレードする必要があります。

（注）

Release 1.0(2) からのアップグレード時に必要な手順
CiscoUCSRelease 1.0(2)からアップグレードする場合、次の順序でコンポーネントをアップグレー
ドします。この順序に従わないと、ファームウェアのアップグレードが失敗し、サーバで Cisco
UCS Managerの通信に問題が発生することがあります。さらに、このマニュアルの手順と推奨さ
れるオプションによって、データトラフィックの中断を最小限にします。

1 アダプタ（インターフェイスカード）：アダプタを直接アップグレードする場合、この手順を

最初に実行します。ただし、希望に応じて、この手順を省略し、ホストファームウェアパッ

ケージの最後の手順としてアダプタをアップグレードできます。

2 BMC：ホストファームウェアパッケージのアダプタをアップグレードする場合、この手順を
最初に実行します。

3 I/Oモジュール。

4 Cisco UCS Manager。

5 ファブリックインターコネクト。

6 ホストファームウェアパッケージ：アップグレードプロセスの最後の手順にする必要があり

ます。サーバの追加のリブートを避けるため、この手順中に、ボードコントローラファーム

ウェアをアップグレードすることをお勧めします。ホストファームウェアパッケージのBIOS
とストレージコントローラのファームウェアをアップグレードする必要があります。

Cisco UCS Release 1.3(1) へのアップグレードのガイドラインと注意
Cisco UCSインスタンスの任意のエンドポイントのファームウェアをアップデートする前に、次
のガイドラインと注意を考慮してください。

Cisco UCS の Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのアップグレード
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BMC の CIMC への名前の変更

Release 1.3(1)では、BMCの名前がCIMCControllerに変更されました。このアップグレードの
完了後、Cisco UCS Managerでは BMCという用語が使われなくなります。このマニュアルで
は、Release1.3(1)を対象にしているため、BMCではなくCIMCの用語を使うことがあります。

（注）

各エンドポイントの適切なタイプのファームウェアアップグレードの決定

アダプタやサーバ CIMCなどの一部のエンドポイントは、直接のファームウェアアップグレード
か、またはサービスプロファイルに含まれるファームウェアパッケージによって、アップグレー

ドできます。 Cisco UCSインスタンスの設定によって、これらのエンドポイントのアップグレー
ド方法が決まります。サーバに関連付けられているサービスプロファイルに、ホストファーム

ウェアパッケージが含まれる場合、ファームウェアパッケージによって、それらのサーバのアダ

プタをアップグレードします。同様に、サーバに関連付けられているサービスプロファイルに管

理ファームウェアパッケージが含まれる場合、ファームウェアパッケージによって、それらの

サーバの CIMCをアップグレードします。

管理ファームウェアパッケージによる CIMCのアップグレードまたは、サーバに関連付けられた
サービスプロファイル内のファームウェアパッケージによるアダプタのアップグレードは、直接

のファームウェアアップグレードより優先されます。サーバに関連付けられたサービスプロファ

イルにファームウェアパッケージが含まれる場合、エンドポイントを直接アップグレードするこ

とはできません。直接のアップグレードを実行するには、サービスプロファイルからファーム

ウェアパッケージを削除する必要があります。

部分アップグレードなし

CiscoUCSインスタンスのすべてのエンドポイントを、同じファームウェアリリースにアップデー
トすることをお勧めします。あるエンドポイントのファームウェアリリース内の新しい機能およ

び修正プログラムは、別のエンドポイント内の同じ機能および修正プログラムと依存関係がある

ことがあります。そのため、ファームウェアリリースを混在させると、通常の使用時に、パフォー

マンスの問題やその他の問題を引き起こしたり、アップデートが失敗したりする可能性がありま

す。

サーバまたはシャーシのメンテナンスなし

アップデートプロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアの削除やメンテ

ナンスを実行しないでください。ハードウェアが削除されるか、メンテナンスのために使用

できない場合、ファームウェアのアップデートが失敗します。この失敗により、バックアッ

プパーティションが破損することがあります。バックアップパーティションが破損したエン

ドポイントのファームウェアはアップデートできません。

注意
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ファブリックインターコネクト数

2つのファブリックインターコネクトのあるクラスタ設定の場合、ファブリックインターコネク
ト間のフェールオーバーを利用して、データトラフィックを中断せずに、エンドポイントの直接

のファームウェアアップグレードを実行できます。ただし、ホストまたは管理ファームウェア

パッケージによってアップグレードする必要があるエンドポイントの場合は、データトラフィッ

クの中断が避けられません。

単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、エンドポイントの直接の

ファームウェアアップグレードを実行すると、データトラフィックの中断を最小にできます。

ただし、アップグレードを完了するために、ファブリックインターコネクトをリブートする必要

があるため、トラフィックの中断は避けられません。

Cisco UCS Manager GUIですべてのエンドポイントを同時にアクティブにしない

CiscoUCSManagerGUIを使用して、ファームウェアをアップデートする場合、[ActivateFirmware]
ダイアログボックスの [Filter]ドロップダウンリストで [ALL]を選択して、すべてのエンドポイン
トを同時にアクティブにしないでください。多くのファームウェアリリースとパッチには依存関

係があり、ファームウェアのアップデートを成功させるために、エンドポイントを特定の順序で

アクティブにする必要があります。この順序は、リリースやパッチの内容によって異なることが

あります。すべてのエンドポイントをアクティブにすると、必要な順序でアップデートが行われ

ることが保証されず、エンドポイント、ファブリックインターコネクト、およびCiscoUCSManager
間の通信が中断することがあります。特定のリリースやパッチの依存関係については、リリース

またはパッチに付属するリリースノートを参照してください。

アクティベーションの影響

直接のアップグレード時に、アダプタに [Set Startup Version Only]を設定する必要があります。こ
の設定では、アクティブ化されたファームウェアが pending-next-boot状態に移行し、サーバがす
ぐにリブートしません。アクティブ化されたファームウェアは、サーバがリブートされるまで、

アダプタで実行されているバージョンのファームウェアになりません。ホストファームウェア

パッケージのアダプタに [Set Startup Version Only]を設定することはできません。

サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合、アクティブ化されたファームウェ

アは pending-next-boot状態に移行します。 Cisco UCS Managerは、サーバがサービスプロファイ
ルに関連付けられるまで、エンドポイントをリブートせず、ファームウェアをアクティブにしま

せん。必要に応じて、関連付けられていないサーバを手動でリブートして、ファームウェアをア

クティブにできます。

I/Oモジュールに対して [Set StartupVersionOnly]を設定した場合、そのデータパス内のファブリッ
クインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートされます。 I/Oモジュールに
対して、[Set Startup Version Only]を設定しない場合、 I/Oモジュールがリブートし、トラフィッ
クが中断します。さらに、Cisco UCS Managerは I/Oモジュールとの間でプロトコルとファーム
ウェアバージョンの不一致を検出すると、自動的に、一致するファームウェアバージョンで I/O
モジュールをアップデートし、ファームウェアをアクティブにして、再度 I/Oモジュールをリブー
トします。
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Cisco UCS 82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet Adapterはアップグレード不可

Cisco UCS 82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet Adapterのファームウェア（N20-AI0002）は、製造元で
ハードウェアに書き込まれます。このアダプタのファームウェアはアップグレードできません。

ファームウェアバージョン

エンドポイントのファームウェアバージョンはエンドポイントのタイプによって異なります。

ファブリックインターコネクトに物理的に存在するエンドポイントのバージョンは、サーバまた

は I/Oモジュールに物理的の存在するバージョンと異なります。

CIMC、I/O モジュール、アダプタのファームウェアバージョン

各 CIMC、I/Oモジュール、アダプタには、フラッシュにファームウェア用の 2つのスロットがあ
ります。各スロットに 1つのバージョンのファームウェアを装着します。 1つのスロットはアク
ティブで、他方のスロットはバックアップスロットです。コンポーネントは、アクティブとして

指定されているスロットからブートします。

Cisco UCS Managerでは次のファームウェアバージョンの用語が使われます。

実行されているバージョンは、アクティブで、エンドポイントで使用さ

れているファームウェアです。

実行されているバー

ジョン

スタートアップバージョンは、エンドポイントの次回のブート時に使用

されるファームウェアです。 Cisco UCS Managerはアクティベーション
操作によって、スタートアップバージョンを変更します。

スタートアップバー

ジョン

バックアップバージョンは、他方のスロットのファームウェアで、エン

ドポイントによって使用されていません。このバージョンは、エンドポ

バックアップバージョ

ン

イントをアップデートしたが、まだアクティブにしていないファーム

ウェアか、または最後のアクティベーションによって交換された古い

ファームウェアバージョンなどです。 Cisco UCSManagerはアップデー
ト操作によって、バックアップスロットのイメージを置き換えます。

スタートアップバージョンからエンドポイントをブートできない場合、バックアップバージョン

からブートします。

ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerのファームウェアバージョン

アクティブにできるのは、ファブリックインターコネクトのファームウェアとファブリックイン

ターコネクト上の Cisco UCS Managerだけです。すべてのイメージがファブリックインターコネ
クトに保存されるため、ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェ
アにはバックアップバージョンがありません。その結果、ブート可能ファブリックインターコ

ネクトイメージは、サーバ CIMCとアダプタのように、2つに制限されません。代わりに、ブー
ト可能ファブリックインターコネクトイメージは、ファブリックインターコネクトのメモリの

空き領域と、そこに保存されるイメージの数によって制限されます。

   Cisco UCS の Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのアップグレード
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ファブリックインターコネクトおよび Cisco UCS Managerファームウェアには、カーネルファー
ムウェアとシステムファームウェアの実行されているバージョンとスタートアップバージョンが

あります。カーネルファームウェアとシステムファームウェアは、同じバージョンのファーム

ウェアを実行している必要があります。

エンドポイントでの直接のファームウェアのアップグレード

正しい手順に従って、正しい順序でアップグレードを適用すれば、エンドポイントの直接のファー

ムウェアアップグレードと新しいファームウェアバージョンのアクティベーションによって、

Cisco UCSインスタンスのトラフィックの中断が最小限になります。

次のエンドポイントのファームウェアを直接アップグレードできます。

•アダプタ

• CIMC

• I/Oモジュール

•ボードコントローラ

• Cisco UCS Manager

•ファブリックインターコネクト

アダプタおよびボードコントローラファームウェアも、サービスプロファイル内のホストファー

ムウェアパッケージによってアップグレードできます。ホストファームウェアパッケージを使

用して、このファームウェアをアップグレードする場合、ファームウェアのアップグレードプロ

セス中に、サーバをリブートする必要がある回数を削減できます。

管理ファームウェアパッケージによる CIMCのアップグレードまたは、サーバに関連付けら
れたサービスプロファイル内のファームウェアパッケージによるアダプタのアップグレード

は、直接のファームウェアアップグレードより優先されます。サーバに関連付けられたサー

ビスプロファイルにファームウェアパッケージが含まれる場合、エンドポイントを直接アッ

プグレードすることはできません。直接のアップグレードを実行するには、サービスプロファ

イルからファームウェアパッケージを削除する必要があります。

（注）

直接のファームウェアアップグレードのステージ

Cisco UCSManagerは直接アップグレードのプロセスを 2つのステージに分け、サーバやその他の
エンドポイントのアップタイムに影響を与えずに、システムの実行中にエンドポイントにファー

ムウェアをプッシュできるようにします。

アップデート

このステージでは、選択したファームウェアバージョンがプライマリファブリックインターコ

ネクトから、エンドポイントのバックアップパーティションにコピーされ、ファームウェアイ
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メージが破損していないことが確認されます。アップデートプロセスでは、常にバックアップ

スロットのファームウェアが上書きされます。

アップデートステージは、次のエンドポイントにのみ適用されます。

•アダプタ

• CIMC

• I/Oモジュール

アップデートを [Startup Version Only]と設定し、エンドポイントがすぐにリブートしないように
することができます。これにより、いつでもアップデートを実行して、メンテナンス期間にアク

ティブにしてリブートできます。

アップデートプロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアの削除やメンテ

ナンスを実行しないでください。ハードウェアが削除されるか、メンテナンスのために使用

できない場合、ファームウェアのアップデートが失敗します。この失敗により、バックアッ

プパーティションが破損することがあります。バックアップパーティションが破損したエン

ドポイントのファームウェアはアップデートできません。

注意

アクティベーション

このステージでは、指定したイメージバージョン（通常はバックアップバージョン）がスタート

アップバージョンとして設定され、[Set Startup Version Only]を指定していない場合、エンドポイ
ントがただちにリブートされます。エンドポイントがリブートされると、バックアップパーティ

ションがアクティブなパーティションになり、アクティブなパーティションがバックアップパー

ティションになります。新しいアクティブなパーティションのファームウェアはスタートアップ

バージョンおよび実行されているバージョンになります。

指定したファームウェアイメージがすでにエンドポイントに存在するため、次のエンドポイント

のみアクティベーションが必要です。

• Cisco UCS Manager

•ファブリックインターコネクト

•それらをサポートするサーバ上のボードコントローラ

ファームウェアをアクティブにすると、エンドポイントがリブートされ、新しいファームウェア

がアクティブなカーネルバージョンおよびシステムバージョンになります。スタートアップ

ファームウェアからエンドポイントをブートできない場合、デフォルトがバックアップバージョ

ンに設定され、エラーが生成されます。
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I/Oモジュールに対して [Set Startup Version Only]を設定した場合、そのデータパス内のファブ
リックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートされます。 I/Oモ
ジュールに対して、[Set Startup Version Only]を設定しない場合、 I/Oモジュールがリブート
し、トラフィックが中断します。さらに、Cisco UCS Managerは I/Oモジュールとの間でプロ
トコルとファームウェアバージョンの不一致を検出すると、自動的に、一致するファームウェ

アバージョンで I/Oモジュールをアップデートし、ファームウェアをアクティブにして、再度
I/Oモジュールをリブートします。

注意

直接のファームウェアアップグレードの停止の影響

エンドポイントで、直接のファームウェアアップグレードを実行する場合、Cisco UCSインスタ
ンスで、1つ以上のエンドポイントでトラフィックの中断や、停止が発生することがあります。

ファブリックインターコネクトファームウェアアップグレードの停止の影響

ファブリックインターコネクトのファームウェアをアップグレードする場合、次の停止の影響や

中断が発生します。

•ファブリックインターコネクトがリブートします。

•対応する I/Oモジュールがリブートします。

Cisco UCS Managerファームウェアアップグレードの停止の影響

Cisco UCS Managerへのファームウェアアップグレードにより、次の中断が発生します。

Cisco UCS Manager GUI
• Cisco UCS Manager GUIにログインしているすべてのユーザがロ
グアウトされ、それらのセッションが終了します。

•実行中の保存されていない作業が失われます。

telnetによってログインしているすべてのユーザがログアウトされ、
それらのセッションが終了します。コンソールセッションは終了し

ません。

Cisco UCS Manager CLI

I/O モジュールファームウェアアップグレードの停止の影響

I/Oモジュールのファームウェアをアップグレードする場合、次の停止の影響と中断が発生しま
す。

•単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、I/Oモジュールのリブー
ト時にデータトラフィックが中断されます。 2つのファブリックインターコネクトのクラ
スタ設定の場合、データトラフィックは他方の I/Oモジュールおよびそのデータパス内の
ファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。
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•新しいファームウェアをスタートアップバージョンとしてのみアクティブにした場合、対応
するファブリックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートします。

•新しいファームウェアを実行されているバージョンおよびスタートアップバージョンとして
アクティブにした場合、I/Oモジュールがただちにリブートします。

•ファームウェアのアップグレード後に、I/Oモジュールを使用できるようになるまで最大 10
分かかります。

CIMC ファームウェアアップグレードの停止の影響

サーバの CIMCのファームウェアをアップグレードした場合、CIMCと内部プロセスのみが影響
を受けます。サーバトラフィックは中断しません。このファームウェアアップグレードにより、

CIMCに次の停止の影響と中断が発生します。

• KVMコンソールおよび vMediaによってサーバで実行されているすべてのアクティビティが
中断されます。

•すべてのモニタリングおよび IPMIポーリングが中断されます。

アダプタファームウェアアップグレードの停止の影響

アダプタのファームウェアをアクティブにし、[Set Startup Version Only]オプションを設定してい
ない場合、次の停止の影響と中断が発生します。

•サーバがリブートします。

•サーバトラフィックが中断します。

サービスプロファイルによるファームウェアアップグレード

サービスプロファイルを使用して、サーバのBIOSを含む、サーバおよびアダプタファームウェ
アをアップグレードできます。次のポリシーを定義し、それらをサーバに関連付けられている

サービスプロファイルにインクルードします。

•ホストファームウェアパッケージポリシー

•管理ファームウェアパッケージポリシー

サービスプロファイルによって、I/Oモジュール、ファブリックインターコネクト、または
Cisco UCS Managerのファームウェアをアップグレードすることはできません。それらのエン
ドポイントのファームウェアは直接アップグレードする必要があります。

（注）
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ホストファームウェアパッケージ

このポリシーでは、ホストファームウェアパッケージ（ホストファームウェアパックとも呼ば

れる）を構成するファームウェアバージョンのセットを指定することができます。ホストファー

ムウェアには次のサーバおよびアダプタエンドポイントのファームウェアが含まれます。

•アダプタファームウェアパッケージ

•ストレージコントローラファームウェアパッケージ

•ファイバチャネルアダプタファームウェアパッケージ

• BIOSファームウェアパッケージ

• HBAオプション ROMパッケージ

•ボードコントローラパッケージ

同じホストファームウェアパッケージに、複数のタイプのファームウェアを含めることがで

きます。たとえば、ホストファームウェアパッケージに、BIOSファームウェアとストレー
ジコントローラファームウェアの両方を含めたり、2つの異なるモデルのアダプタのアダプ
タファームウェアを含めたりすることができます。ただし、同じタイプ、ベンダー、モデル

番号の 1つのファームウェアバージョンだけを使用できます。システムによって、エンドポ
イントに必要なファームウェアバージョンが認識され、他のすべてのファームウェアバージョ

ンが無視されます。

ヒント

ファームウェアパッケージは、このポリシーをインクルードしているサービスプロファイルと関

連付けられたサーバすべてにプッシュされます。

このポリシーにより、同じポリシーを使用しているサービスプロファイルと関連付けられている

すべてのサーバでホストファームウェアが同一になります。したがって、サービスプロファイ

ルをあるサーバから別のサーバに移動した場合でも、ファームウェアのバージョンはそのまま変

わりません。さらに、ファームウェアパッケージのエンドポイントのファームウェアバージョ

ンを変更した場合、同時にその影響を受けるサービスプロファイルすべてに新しいバージョンが

適用されます。また、この結果、サーバがリブートされることがあります。

このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また、そのサービス

プロファイルを有効にするには、サーバと関連付ける必要があります。

前提条件

このポリシーは他のどのポリシーにも依存していません。しかし、ファブリックインターコネク

トに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認する必要があります。サービス

プロファイルがあるサーバと Cisco UCS Managerとのアソシエーションを形成しようとしている
ときに、このファームウェアイメージが使用できない場合、Cisco UCS Managerはファームウェ
アのアップグレードを無視して、アソシエーションの形成を完了します。
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管理ファームウェアパッケージ

このポリシーでは、管理ファームウェアパッケージ（管理ファームウェアパックとも呼ばれる）

を構成するファームウェアバージョンのセットを指定することができます。管理ファームウェア

パッケージには、サーバの Cisco Integrated Management Controller（CIMC）が含まれます。 CIMC
を直接アップグレードする場合は、このパッケージを使用する必要はありません。

ファームウェアパッケージは、このポリシーをインクルードしているサービスプロファイルと関

連付けられたサーバすべてにプッシュされます。このポリシーにより、同じポリシーを使用して

いるサービスプロファイルと関連付けられているすべてのサーバで CIMCファームウェアが同一
になります。したがって、サービスプロファイルをあるサーバから別のサーバに移動した場合で

も、ファームウェアのバージョンはそのまま変わりません。

このポリシーはサービスプロファイルにインクルードする必要があります。また、そのサービス

プロファイルを有効にするには、サーバと関連付ける必要があります。

このポリシーは他のどのポリシーにも依存していません。しかし、ファブリックインターコネク

トに適切なファームウェアがダウンロードされていることを確認する必要があります。

サービスプロファイルによるファームウェアアップグレードのステージ

サービスプロファイルのホストおよび管理ファームウェアパッケージポリシーを使用して、サー

バおよびアダプタファームウェアをアップグレードできます。

エンドポイントを追加するか、既存のエンドポイントのファームウェアバージョンを変更す

ることによって、ホストファームウェアパッケージを変更した場合、変更を保存するとすぐ

に、Cisco UCS Managerによって、エンドポイントがアップグレードされ、そのファームウェ
アパッケージに関連付けられているすべてのサーバがリブートされるため、サーバ間のデー

タトラフィックが中断します。

注意

新しいサービスプロファイル

新しいサービスプロファイルの場合、このアップグレードは次のステージで行われます。

このステージでは、ホストおよび管理ファームウェアパッケージを

作成し、それらを適切なファームウェアポリシーに含めます。

ファームウェアパッケー

ジポリシーの作成

このステージでは、サービスプロファイルにファームウェアパッケー

ジを含め、サービスプロファイルとサーバとのアソシエーションを

サービスプロファイルの

関連付け

形成します。システムによって、選択したファームウェアバージョ

ンがエンドポイントにプッシュされます。ホストファームウェア

パッケージの場合、サーバがリブートされ、エンドポイントで、ファー

ムウェアパッケージに指定されたバージョンが確実に実行されます。
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既存のサービスプロファイル

サービスプロファイルがすでにサーバに関連付けられている場合、ホストファームウェアパッ

ケージの変更を保存するとすぐに、CiscoUCSManagerによってファームウェアがアップグレード
されます。ホストファームウェアパッケージの場合、変更を保存するとすぐに、Cisco UCS
Managerによってサーバがリブートされます。

ファームウェアのダウングレード
Cisco UCSインスタンスのファームウェアを、アップグレードと同じ方法でダウングレードしま
す。ファームウェアのアップデート時に選択したパッケージまたはバージョンによって、アップ

グレードを実行するか、ダウングレードを実行するかが決まります。
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第 2 章

ファームウェアのアップグレードの前提条

件の実行

この章の構成は、次のとおりです。

• ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前提条件, 15 ページ

• すべてのコンフィギュレーションバックアップファイルの作成, 16 ページ

• ファブリックインターコネクトの全体のステータスの確認, 18 ページ

• クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認, 18 ページ

• I/Oモジュールのステータスの確認, 19 ページ

• サーバのステータスの確認, 20 ページ

• シャーシのサーバのアダプタのステータスの確認, 21 ページ

ファームウェアのアップグレードとダウングレードの前

提条件
Cisco UCSインスタンスのすべてのエンドポイントが完全に機能し、それらのエンドポイントの
ファームウェアのアップグレードまたはダウングレードを開始する前に、すべてのプロセスが完

了している必要があります。機能状態でないエンドポイントはアップグレードまたはダウング

レードすることはできません。たとえば、検出されていないサーバのファームウェアはアップグ

レードまたはダウングレードできません。最大回数の再試行後に失敗した FSMなどの未完了の
プロセスによって、エンドポイントのアップグレードやダウングレードが失敗する可能性があり

ます。 FSMが実行中の場合、Cisco UCS Managerによって、アップデートとアクティベーション
がキューに入れられ、FSMが正常に完了すると、それらが実行されます。

[Equipment]タブのコンポーネントの周囲の色付けされたボックスは、そのコンポーネントのエン
ドポイントがアップグレードまたはダウングレードできないことを示していることがあります。
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エンドポイントのアップグレードを試みる前に、そのコンポーネントのステータスを確認してく

ださい。

Cisco UCS Manager GUIの [Installed Firmware]タブでは、これらの前提条件を実行するための
十分な情報が得られません。

（注）

Cisco UCSインスタンスのファームウェアをアップグレードまたはダウングレードする前に、次
の前提条件を実行します。

•設定を All Configurationバックアップファイルにバックアップします。

•クラスタ設定の場合、ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスに、両方が稼動
中であると示されていることを確認します。

•スタンドアロン設定の場合、ファブリックインターコネクトの [Overall Status]が [Operable]
であることを確認します。

•すべてのサーバ、I/Oモジュール、アダプタが完全に機能することを確認します。動作不能
なサーバはアップグレードできません。

•すべてのサーバが検出されていることを確認します。それらの電源が入っていることや、
サービスプロファイルと関連付けられていることは必要ありません。

すべてのコンフィギュレーションバックアップファイル

の作成
この手順は、AllConfigurationバックアップファイルの既存のバックアップ操作がないことを前提
としています。

CiscoUCSインスタンスのバックアップの詳細については、『CiscoUCSManagerGUIConfiguration
Guide』および『Cisco UCS Manager CLI Configuration Guide』を参照してください。

操作を行う前に

バックアップサーバの IPアドレスおよび資格情報を取得します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Admin]タブをクリックします。

ステップ 2 [All]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の [Backup Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Backup Configuration]ダイアログボックスで、[Create Backup Operation]をクリックします。

ステップ 6 [Create Backup Operation]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
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a) 次のフィールドに入力します。

• [Admin State]フィールド： [enabled]オプションボタンをクリックすると、[OK]をクリッ
クしてすぐに、バックアップ操作が実行されます。

• [Type]フィールド： [All configuration]オプションボタンをクリックすると、すべてのシ
ステムおよび論理設定情報を含む XMLバックアップファイルが作成されます。

• [Preserve Identities]チェックボックス：CiscoUCSインスタンスに、プールから取得され、
保存する必要がある IDが含まれる場合、このチェックボックスをオンにします。

MACアドレス、WWNN、WWPN、UUIDSなどの IDは実行時に割り当てられます。バッ
クアップファイルのインポート後に、これらの IDを変更しない場合は、このチェック
ボックスをオンにする必要があります。このチェックボックスをオンにしない場合、イ

ンポートおよび PXEブートや SANブートなどの操作が機能しなくなると、これらの ID
が変更されることがあります。

• [Protocol]フィールド：ファイルをバックアップサーバに転送するために使用するプロト
コルを指示する場合に、次のいずれかのオプションボタンをクリックします。

◦ [FTP]

◦ [TFTP]

◦ [SCP]

◦ [SFTP]

• [Hostname]フィールド：バックアップファイルを格納する場所の IPアドレスまたはホス
ト名を入力します。これは、サーバ、ストレージアレイ、ローカルドライブ、または

ファブリックインターコネクトがネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書
き込みメディアなどがあります。ホスト名を使用する場合、Cisco UCS Managerで DNS
サーバを使用するように設定する必要があります。

• [Remote File]フィールド：バックアップコンフィギュレーションファイルのフルパスを
入力します。このフィールドには、ファイル名とパスを含めることができます。ファイ

ル名を省略すると、バックアップ手順によって、ファイルに名前が割り当てられます。

• [User]フィールド：Cisco UCS Managerがバックアップ場所へのログインに使用する必要
のあるユーザ名を入力します。プロトコルに TFTPを選択した場合は、このフィールド
に入力する必要はありません。

• [Password]フィールド：ユーザ名に関連付けられたパスワードを入力します。プロトコル
に TFTPを選択した場合は、このフィールドに入力する必要はありません。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Managerに確認ダイアログボックスが表示されたら、[OK]をクリックします。
[Admin State]フィールドをイネーブルに設定すると、Cisco UCS Managerによって、選択した設
定タイプのスナップショットが取得され、ファイルがネットワークの場所にエクスポートされま
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す。 [Backup Configuration]ダイアログボックスの [Backup Operations]テーブルに、バックアップ
操作が表示されます。

ステップ 8 （オプション） バックアップ操作の進行状況を表示するには、次の操作を実行します。

a) [Properties]領域に操作が表示されない場合、[Backup Operations]テーブルの操作をクリックし
ます。

b) [Properties]領域で、[FSM Details]バーの下矢印をクリックします。

[FSM Details]領域が展開され、操作のステータスが表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックし、[Backup Configuration]ダイアログボックスを閉じます。
バックアップ操作は完了するまで実行し続けます。進捗を表示するには、[Backup Configuration]
ダイアログボックスを再度開きます。

ファブリックインターコネクトの全体のステータスの確

認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] ➤ [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 確認するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Status]領域で、[Overall Status]が [operable]であることを確認します。
ステータスが [operable]でない場合は、show tech-supportコマンドを実行して、シスコのテクニ
カルサポートに問い合わせてください。ファームウェアアップグレードに進まないでください。

show tech-supportコマンドの詳細については、『Cisco UCS Troubleshooting Guide』を参照してく
ださい。

クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認
高可用性ステータスは、クラスタ設定の両方のファブリックインターコネクトで同じです。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] ➤ [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 クラスタのいずれかのファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [High Availability Details]領域のフィールドが表示されていない場合は、見出しの右側の [Expand]
アイコンをクリックします。

ステップ 6 次のフィールドに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

[Yes][Ready]フィールド

[Up][State]フィールド

値が異なる場合は、show tech-supportコマンドを実行して、シスコのテクニカルサポートに問い
合わせてください。ファームウェアアップグレードに進まないでください。

ステップ 7 [Leadership]フィールドの値に注意して、ファブリックインターコネクトがプライマリであるか、
下位であるかを判断します。

この情報は、ファブリックインターコネクトのファームウェアをアップグレードするために知っ

ておく必要があります。

I/O モジュールのステータスの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] ➤ [Chassis]を展開します。

ステップ 3 I/Oモジュールのステータスを確認するシャーシをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [IO Modules]タブをクリックします。

ステップ 5 各 I/Oモジュールについて、次のカラムに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

[ok][Overall Status]カラム

[operable][Operability]カラム

Cisco UCS の Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのアップグレード
   OL-22854-01-J 19

ファームウェアのアップグレードの前提条件の実行

I/O モジュールのステータスの確認



値が異なる場合は、show tech-supportコマンドを実行して、シスコのテクニカルサポートに問い
合わせてください。ファームウェアアップグレードに進まないでください。

ステップ 6 手順 3から 5を繰り返して、各シャーシの I/Oモジュールのステータスを確認します。

サーバのステータスの確認
サーバが操作不可能な場合、Cisco UCSインスタンスの他のサーバのアップグレードに進むこと
ができます。ただし、操作不可能なサーバはアップグレードできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]をクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Servers]タブをクリックして、すべてのシャーシのすべてのサーバのリストを表
示します。

ステップ 4 各サーバについて、次のカラムに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

[ok]、[unassociated]、または障害を示していな
いすべての値

[Overall Status]カラム

値が、[dicovery-failed]などの障害を示している
場合、そのサーバのエンドポイントをアップグ

レードできません。

[operable][Operability]カラム

ステップ 5 サーバが検出されていることを確認する必要がある場合、次の手順を実行します。

a) 検出のステータスを確認するサーバを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。
b) [General]タブの [Status Details]領域で、[Discovery State]フィールドによって、[complete]の値
が表示されていることを確認します。

[Status Details]領域のフィールドが表示されない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンを
クリックします。
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シャーシのサーバのアダプタのステータスの確認

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] ➤ [Chassis] ➤ [Chassis Number] ➤ [Servers]を展開します。

ステップ 3 アダプタのステータスを確認するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Inventory]ペインの [Interface Cards]サブタブをクリックします。

ステップ 6 各アダプタについて、次のカラムに次の値が表示されることを確認します。

必要な値フィールド名

[ok][Overall Status]カラム

[operable][Operability]カラム

フィールドに異なる値が表示され、アダプタが操作不可能な場合、CiscoUCSインスタンスのサー
バの他のアダプタのアップグレードに進むことができます。ただし、操作不可能なアダプタは

アップグレードできません。
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第 3 章

Release 1.3(1) ファームウェアイメージのダ
ウンロード

この章の構成は、次のとおりです。

• シスコからの Cisco UCS Release 1.3(1)イメージバンドルの入手, 23 ページ

• ファブリックインターコネクトへのファームウェアパッケージのダウンロード, 24 ページ

• ファームウェアパッケージの内容の判断, 26 ページ

• イメージダウンロードのキャンセル, 26 ページ

• ファブリックインターコネクトの空き領域のチェック, 27 ページ

• ファブリックインターコネクトからのファームウェアの削除, 27 ページ

シスコからの Cisco UCS Release 1.3(1) イメージバンドル
の入手

手順

ステップ 1 Webブラウザで、 http://www.cisco.comにナビゲートします。

ステップ 2 [Support]の下で、[Download Software]をクリックします。

ステップ 3 [Unified Computing]をクリックします。

ステップ 4 Cisco.comユーザ名およびパスワードを入力して、ログインします。

ステップ 5 [Cisco Unified Computing System]をクリックします。

ステップ 6 [Unified Computing System (UCS) Complete Software Bundle]をクリックします。

ステップ 7 [Latest Releases]フォルダの下の最新の 1.3(1)リリースのリンクをクリックします。
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[Latest Releases]フォルダに、Cisco UCS Release 1.3(1)が表示されない場合は、[All Releases] ➤

[1.3]を展開します。

ステップ 8 [ReleaseNotes]リンクをクリックして、リリースノートの最新バージョンをダウンロードします。

ステップ 9 次のいずれかのボタンをクリックして、表示される指示に従います。

• [Download Now]：ファームウェアイメージをすぐにダウンロードできます。

• [Add to Cart]：後でダウンロードするファームウェアイメージをカートに追加します。

ステップ 10 プロンプトに従って、イメージのダウンロードを実行します。

ステップ 11 Cisco UCSをアップグレードする前にリリースノートをお読みください。

次の手順

ファームウェアイメージをファブリックインターコネクトにダウンロードします。

ファブリックインターコネクトへのファームウェアパッ

ケージのダウンロード
同じ手順で、1つのファームウェアイメージをファブリックインターコネクトにダウンロードで
きます。

クラスタセットアップでは、ダウンロードの開始に使用されたファブリックインターコネク

トに関係なく、ファームウェアパッケージは自動的に両方のファブリックインターコネクト

にダウンロードされます。Cisco UCSManagerにより、両方のファブリックインターコネクト
のすべてのパッケージおよびイメージの同期状態が保たれます。ファブリックインターコネ

クトの 1つがダウンした場合でも、ダウンロードは正常に終了します。オンラインに復帰し
たときに、イメージがもう片方のファブリックインターコネクトに同期されます。

（注）

操作を行う前に

シスコからファームウェアパッケージまたはイメージを取得します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download Firmware]をクリックします。

ステップ 6 [Download Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。

説明名前

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。ここに指定

できる値は次のとおりです。

[Protocol]フィールド

• [FTP]

• [TFTP]

• [SCP]

• [SFTP]

TFTPには、32 MBのファイルサイズ制限がありま
す。ファームウェアバンドルは、はるかに大きくな

ることがあるため、ファームウェアのダウンロードに

は、TFTPを選択しないことをお勧めします。

（注）

ファイルが存在するリモートサーバの IPアドレスまたはホス
ト名。

[Server]フィールド

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、Cisco
UCS Managerで DNSサーバを設定する必要がありま
す。

（注）

ダウンロードするファームウェア実行可能ファイルの名前。[Filename]フィールド

必要に応じて、リモートサーバ上のファイルの絶対パスを指定

します。

[Remote Path]フィールド

SCPを使用する場合、絶対パスは常に必要です。他のプロトコ
ルを使用する場合は、ファイルがデフォルトのダウンロード

フォルダに存在すれば、リモートパスを指定する必要がないこ

とがあります。ファイルサーバの設定方法の詳細については、

システム管理者に問い合わせてください。

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。プロトコルが TFTPの場合、このフィールドは適用
されません。

[User]フィールド
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説明名前

リモートサーバのユーザ名のパスワード。プロトコルが TFTP
の場合、このフィールドは適用されません。

[Password]フィールド

Cisco UCS Manager GUIによって、ファームウェアバンドルのファブリックインターコネクトへ
のダウンロードが開始されます。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 （オプション） [Download Tasks]タブで、イメージダウンロードのステータスをモニタします。
Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告され
た場合は、古いイメージを削除して、領域を解放します。ブートフラッシュの空き領

域を表示するには、[Equipment]タブのファブリックインターコネクトにナビゲートし、
[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開します。

（注）

次の手順

エンドポイントのファームウェアをアップデートします。

ファームウェアパッケージの内容の判断

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Admin]タブの [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Packages]サブタブで、パッケージの内容を表示するには、パッケージの横の [+]アイコンをク
リックします。

ステップ 5 パッケージの内容のスナップショットを取得するには、次の手順を実行します。

a) イメージ名とその内容を含む行を強調表示します。
b) 右クリックし、[Copy]を選択します。
c) クリップボードの内容をテキストファイルまたはその他のドキュメントに貼り付けます。

イメージダウンロードのキャンセル
イメージのダウンロードは実行中にのみキャンセルできます。イメージのダウンロードの完了後

に、ダウンロードタスクを削除しても、ダウンロード済みのイメージは削除されません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブを選択します。

ステップ 4 [Download Tasks]タブで、キャンセルするタスクを右クリックし、[Delete]を選択します。

ファブリックインターコネクトの空き領域のチェック
イメージのダウンロードが失敗したら、Cisco UCSでファブリックインターコネクトのブートフ
ラッシュに十分な空き領域があるかどうかをチェックします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment] ➤ [Fabric Interconnects]を展開します。

ステップ 3 空き領域をチェックするファブリックインターコネクトをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Local Storage Information]領域を展開します。
ファームウェアイメージバンドルをダウンロードする場合、ファブリックインターコネクトに、

ファームウェアイメージバンドルのサイズの少なくとも 2倍の空き領域が必要です。ブートフ
ラッシュに十分な領域がない場合は、ファブリックインターコネクトから、古いファームウェ

ア、コアファイル、その他の不要なオブジェクトを削除してください。

ファブリックインターコネクトからのファームウェアの

削除
CiscoUCSRelease 1.3(1)以前のリリースでは、[Packages]タブからファームウェアパッケージを削
除できません。パッケージからすべてのイメージを削除すると、CiscoUCSManagerによってパッ
ケージが削除されます。

操作を行う前に

ファームウェアパッケージとその内容を削除する前に、パッケージの内容を判断することをお勧

めします。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Firmware Management]タブで、[Images]タブをクリックします。

ステップ 5 表で、削除するイメージをクリックします。

Shiftキーまたは Ctrlキーを使用して、複数のエントリを選択できます。

ステップ 6 強調表示されたイメージを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 4 章

Release 1.0(2) から Release 1.3(1) へのファー
ムウェアのアップグレード

この章の構成は、次のとおりです。

• Release 1.0(2)からのアップグレード時に必要な手順, 29 ページ

• アダプタ、BMC、IOMのファームウェアの Release 1.3(1)へのアップデート, 30 ページ

• アダプタ、BMC、IOMのファームウェアの Release 1.3(1)へのアクティベーション, 31 ペー
ジ

• Cisco UCS Managerソフトウェアの Release 1.3(1)へのアクティベーション, 33 ページ

• クラスタのファブリックインターコネクトファームウェアのアクティベーション設定, 34
ページ

• スタンドアロンファブリックインターコネクトのファームウェアの Release 1.3(1)へのアク
ティベーション, 36 ページ

• ホストファームウェアパッケージの Release 1.3(1)へのアップデート, 37 ページ

Release 1.0(2) からのアップグレード時に必要な手順
CiscoUCSRelease 1.0(2)からアップグレードする場合、次の順序でコンポーネントをアップグレー
ドします。この順序に従わないと、ファームウェアのアップグレードが失敗し、サーバで Cisco
UCS Managerの通信に問題が発生することがあります。さらに、このマニュアルの手順と推奨さ
れるオプションによって、データトラフィックの中断を最小限にします。

1 アダプタ（インターフェイスカード）：アダプタを直接アップグレードする場合、この手順を

最初に実行します。ただし、希望に応じて、この手順を省略し、ホストファームウェアパッ

ケージの最後の手順としてアダプタをアップグレードできます。

2 BMC：ホストファームウェアパッケージのアダプタをアップグレードする場合、この手順を
最初に実行します。
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3 I/Oモジュール。

4 Cisco UCS Manager。

5 ファブリックインターコネクト。

6 ホストファームウェアパッケージ：アップグレードプロセスの最後の手順にする必要があり

ます。サーバの追加のリブートを避けるため、この手順中に、ボードコントローラファーム

ウェアをアップグレードすることをお勧めします。ホストファームウェアパッケージのBIOS
とストレージコントローラのファームウェアをアップグレードする必要があります。

アダプタ、BMC、IOM のファームウェアの Release 1.3(1)
へのアップデート

アップデートプロセスが完了するまで、エンドポイントを含むハードウェアの削除やメンテ

ナンスを実行しないでください。ハードウェアが削除されるか、メンテナンスのために使用

できない場合、ファームウェアのアップデートが失敗します。この失敗により、バックアッ

プパーティションが破損することがあります。バックアップパーティションが破損したエン

ドポイントのファームウェアはアップデートできません。

注意

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]サブタブの [Update Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 [Update Firmware]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。
a) メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[ALL]を選択します。
特定のタイプのエンドポイントを一度にアップデートする場合は、[Filter]ドロップダウンリ
ストからそのエンドポイントを選択します。

b) メニューバーの [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファームウェアバン
ドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

c) [OK]をクリックします。
サーバのサービスプロファイルにホストファームウェアパッケージが含まれる場合、Cisco
UCS Managerはそのサーバのアダプタファームウェアをアップデートできません。通知メッ
セージの確認をすると、Cisco UCSManagerによって、ホストファームウェアパッケージが関
連付けられていないサーバのその他のすべてのエンドポイントのファームウェアがアップデー
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トされます。サーバのアダプタファームウェアを直接アップデートする場合、関連付けられ

たサービスプロファイルからすべてのホストファームウェアパッケージを削除する必要があ

ります。ホストファームウェアパッケージからアダプタファームウェアを削除しても、アダ

プタを直接アップデートできるようにするために十分ではありません。

Cisco UCS Managerによって、選択したファームウェアイメージがバックアップメモリパーティ
ションにコピーされ、そのイメージが破損していないことが確認されます。イメージは、明示的

にアクティブにするまで、バックアップバージョンとして残されます。 Cisco UCS Managerはす
べてのアップデートを同時に開始します。ただし、アップデートによって、完了する時間が異な

ることがあります。

[Update Firmware]ダイアログボックスで、すべてのアップデート済みエンドポイントについて、
[Update Status]カラムに [ready]と表示されると、アップデートは完了です。

ステップ 6 （オプション）特定のエンドポイントのアップデートの進捗をモニタするには、エンドポイント

を右クリックし、[Show Navigator]を選択します。
Cisco UCS Managerによって、[General]タブの [Update Status]領域に進捗が表示されます。ナビ
ゲータに [FSM]タブがある場合は、そこでも進捗をモニタできます。 [Retry #]フィールドのエン
トリに、アップデートが失敗したことが示されないことがあります。再試行回数には、CiscoUCS
Managerがアップデートステータスを取得するときに、発生する再試行も含まれます。

次の手順

ファームウェアをアクティブにします。

アダプタ、BMC、IOM のファームウェアの Release 1.3(1)
へのアクティベーション

この手順により、これらのエンドポイントのファームウェアのアクティベーションで、データト

ラフィックの中断を最小限に抑えることができます。正しいオプションを設定した次の順序でエ

ンドポイントをアクティブにしないと、エンドポイントがリブートし、データトラフィックが一

時中断する可能性があります。

[Activate Firmware]ダイアログボックスの [Filter]ドロップダウンリストで [ALL]を選択して、
すべてのエンドポイントを同時にアクティブにしないでください。多くのファームウェアリ

リースとパッチには依存関係があり、ファームウェアのアップデートを成功させるために、エ

ンドポイントを特定の順序でアクティブにする必要があります。この順序は、リリースやパッ

チの内容によって異なることがあります。すべてのエンドポイントをアクティブにすると、

必要な順序でアップデートが行われることが保証されず、エンドポイント、ファブリックイ

ンターコネクト、および Cisco UCS Manager間の通信が中断することがあります。特定のリ
リースやパッチの依存関係については、リリースまたはパッチに付属するリリースノートを

参照してください。

注意
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この手順は、アダプタ、BMC、IOMのファームウェアのRelease 1.3(1)へのアップデート, 30ペー
ジから直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを前提としています。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]タブの [Activate Firmware]をクリックします。
1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設定
されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリストにその
バージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムからバージョ
ンを選択する必要があります。

ステップ 2 アダプタファームウェアが、サービスプロファイルのホストファームウェアパッケージによっ

てアップデートされていない場合は、[ActivateFirmware]ダイアログボックスで、次の手順を実行
して、アダプタファームウェアをアクティブにします。

a) [Filter]ドロップダウンリストから、[Interface Cards]を選択します。
b) [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファームウェアバンドルに含まれる
ファームウェアバージョンを選択します。

c) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。
このリリースのファームウェアは以前のリリースと互換性がありません。そのため、アクティ

ベーションを成功させるために、[IgnoreCompatibilityCheck]チェックボックスをオンにする必
要があります。

d) [Set Startup Version Only]チェックボックスをオンにします。
直接のアップグレード時に、アダプタに [Set Startup Version Only]を設定する必要が
あります。この設定では、アクティブ化されたファームウェアが pending-next-boot
状態に移行し、サーバがすぐにリブートしません。アクティブ化されたファームウェ

アは、サーバがリブートされるまで、アダプタで実行されているバージョンのファー

ムウェアになりません。ホストファームウェアパッケージのアダプタに [Set Startup
Version Only]を設定することはできません。

（注）

e) [Apply]をクリックします。
すべてのアダプタの [Activate Status]カラムに [pending-next-boot]または [ready]が表示されてい
る場合は、ステップ 3に進みます。

ステップ 3 BMCファームウェアが、サービスプロファイルの管理ファームウェアパッケージによってアッ
プデートされていない場合は、[ActivateFirmware]ダイアログボックスで、次の手順を実行して、
BMCファームウェアをアクティブにします。
a) [Filter]ドロップダウンリストから、[BMC]を選択します。
b) [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファームウェアバンドルに含まれる
ファームウェアバージョンを選択します。

1つ以上の選択したエンドポイントが、バックアップバージョンとして目的のバージョンで設
定されていない場合、Cisco UCS Manager GUIによって、[Set Version]ドロップダウンリスト
にそのバージョンが表示されません。各エンドポイントについて、[Startup Version]カラムか
らバージョンを選択する必要があります。

c) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。
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d) [Apply]をクリックします。
BMCのファームウェアのアクティベーションによって、データトラフィックは中断しません。
ただし、すべての KVMセッションに割り込み、サーバに接続しているすべての vMediaが切
断されます。

すべての BMCコンポーネントの [Activate Status]カラムに [ready]が表示されている場合は、
ステップ 4に進みます。

ステップ 4 IOMファームウェアをアクティブにするには、[Activate Firmware]ダイアログボックスで、次の手
順を実行します。

a) [Filter]ドロップダウンリストから、[IO Modules]を選択します。
b) [Set Version]ドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファームウェアバンドルに含まれる
ファームウェアバージョンを選択します。

c) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。
d) [Set Startup Version Only]チェックボックスをオンにします。

I/Oモジュールに対して [Set Startup Version Only]を設定した場合、そのデータパス内
のファブリックインターコネクトがリブートされると、I/Oモジュールがリブートさ
れます。 I/Oモジュールに対して、[Set Startup Version Only]を設定しない場合、 I/Oモ
ジュールがリブートし、トラフィックが中断します。さらに、Cisco UCS Managerは
I/Oモジュールとの間でプロトコルとファームウェアバージョンの不一致を検出する
と、自動的に、一致するファームウェアバージョンで I/Oモジュールをアップデート
し、ファームウェアをアクティブにして、再度 I/Oモジュールをリブートします。

重要

e) [Apply]をクリックします。
すべての IOMの [Activate Status]カラムに [pending-next-boot]または [ready]が表示されている
場合は、ステップ 5に進みます。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerソフトウェアの Release 1.3(1) へのアク
ティベーション

この手順は、前の手順から直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを前
提としています。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。
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ステップ 2 [Filter]ドロップダウンリストから、[UCS Manager]を選択します。

ステップ 3 [Activate Firmware]ダイアログボックスの [UCS Manager]行で、次の手順を実行します。
a) [Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファームウェアバンドル
に含まれているファームウェアバージョンを選択します。

b) [Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerはすべてのアクティブなセッションを切断し、すべてのユーザをログアウトさ
せて、ソフトウェアをアクティブにします。アップグレードが完了すると、再度ログインするよ

うに求められます。

クラスタのファブリックインターコネクトファームウェ

アのアクティベーション設定

下位ファブリックインターコネクトのファームウェアの Release 1.3(1)
へのアクティベーション

操作を行う前に

クラスタの下位ファブリックインターコネクトであるファブリックインターコネクトを特定しま

す。詳細については、クラスタ設定の高可用性ステータスとロールの確認を参照してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 6 メニューバーで、[Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 下位ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順
を実行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファーム
ウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。
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b) [System]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファーム
ウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

ステップ 8 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファームウェアをアップデートし、アクティブにして、ファブリックイン
ターコネクトと、そのファブリックインターコネクトへのデータパス内のすべての I/Oモジュー
ルをリブートするため、そのファブリックインターコネクト間のデータトラフィックが中断しま

す。ただし、Cisco UCSインスタンスがトラフィックおよびポートフェールオーバーを許可する
ように設定されていることを前提とすると、データトラフィックはプライマリファブリックイ

ンターコネクトにフェールオーバーし、中断しません。

ステップ 9 下位ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスを確認します。

ファブリックインターコネクトの [High Availability Status]領域に次の値が表示されない
場合は、シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。プライマリファブ

リックインターコネクトのアップデートに進まないでください。

（注）

必要な値フィールド名

[Yes][Ready]フィールド

[Up][State]フィールド

次の手順

下位のファブリックインターコネクトの高可用性状態に、必要な値が含まれている場合、プライ

マリファブリックインターコネクトをアップデートし、アクティブにします。

プライマリファブリックインターコネクトのファームウェアの Release
1.3(1) へのアクティベーション

この手順は、下位ファブリックインターコネクトのファームウェアのRelease1.3(1)へのアクティ
ベーション, 34ページから直接続いており、[Firmware Management]タブを表示していることを
前提としています。

操作を行う前に

下位のファブリックインターコネクトをアクティブにします。

手順

ステップ 1 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。
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ステップ 2 メニューバーの [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 3 メニューバーで、[Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 下位ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順
を実行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファーム
ウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

b) [System]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファーム
ウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

ステップ 5 [Apply]をクリックします。
Cisco UCS Managerはファームウェアをアップデートし、アクティブにして、ファブリックイン
ターコネクトと、そのファブリックインターコネクトへのデータパス内のすべての I/Oモジュー
ルをリブートするため、そのファブリックインターコネクト間のデータトラフィックが中断しま

す。ただし、Cisco UCSインスタンスが、トラフィックおよびポートフェールオーバーを許可す
るように設定されていることを前提とすると、データトラフィックは、他のファブリックイン

ターコネクトにフェールオーバーし、そのファブリックインターコネクトがプライマリになりま

す。インターコネクトが復帰すると、このファブリックインターコネクトは従属ファブリック

インターコネクトになります。

ステップ 6 ファブリックインターコネクトの高可用性ステータスを確認します。

ファブリックインターコネクトの [High Availability Status]領域に次の値が表示されない
場合は、シスコのテクニカルサポートに問い合わせてください。

（注）

必要な値フィールド名

[Yes][Ready]フィールド

[Up][State]フィールド

スタンドアロンファブリックインターコネクトのファー

ムウェアの Release 1.3(1) へのアクティベーション
単一のファブリックインターコネクトのスタンドアロン設定の場合、エンドポイントの直接の

ファームウェアアップグレードを実行すると、データトラフィックの中断を最小にできます。

ただし、アップグレードを完了するために、ファブリックインターコネクトをリブートする必要

があるため、トラフィックの中断は避けられません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Equipment]タブをクリックします。

ステップ 2 [Equipment]タブの [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Installed Firmware]サブタブの [Activate Firmware]をクリックします。
Cisco UCSManager GUIによって、[Update Firmware]ダイアログボックスが開き、Cisco UCSイン
スタンスのすべてのエンドポイントのファームウェアバージョンが確認されます。この手順は、

シャーシとサーバの数によって、数分かかることがあります。

ステップ 5 [Filter]ドロップダウンリストから、[Fabric Interconnects]を選択します。

ステップ 6 メニューバーで、[Ignore Compatibility Check]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 ファブリックインターコネクトの [Activate Firmware]ダイアログボックスの行で、次の手順を実
行します。

a) [Kernel]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファーム
ウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

b) [System]行で、[Startup Version]カラムのドロップダウンリストから、Release 1.3(1)ファーム
ウェアバンドルに含まれるファームウェアバージョンを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファームウェアをアクティブにして、ファブリックインターコネクトと、
そのファブリックインターコネクトへのデータパス内のすべての I/Oモジュールをリブートしま
す。スタンドアロンファブリックインターコネクトでは、これにより、Cisco UCSインスタンス
のすべてのデータトラフィックが中断します。

ホストファームウェアパッケージの Release 1.3(1) への
アップデート

Release 1.3(1)にアップグレードする場合、ホストファームウェアパッケージによって BIOSとス
トレージコントローラのファームウェアをアップグレードする必要があります。それらのパッ

ケージをアップグレードしないと、サーバで、Cisco UCS Managerおよび BMCの通信に問題が発
生することがあります。

ポリシーが、サーバに関連付けられている 1つまたは複数のサービスプロファイルにインク
ルードされている場合、ホストファームウェアパッケージポリシーを保存するとすぐに、

Cisco UCS Managerによって、サーバおよびアダプタのファームウェアが新しいバージョンで
アップデートされ、アクティブにされて、サーバがリブートされます。

注意
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この手順では、ホストファームウェアパッケージがすでに存在することを前提としています。

ホストファームウェアパッケージの作成方法については、『CiscoUCSManagerGUIConfiguration
Guide』または『Cisco UCS Manager CLI Configuration Guide』を参照してください。

操作を行う前に

ホストファームウェアパッケージをアップデートする前に、次の手順を実行します。

• Cisco UCS Managerおよびファブリックインターコネクトをアップグレードします。

•適切なメンテナンスウィンドウを判断し、サーバのリブート時のデータトラフィックの中
断の影響を緩和します。

•サーバの 1.3(1)ファームウェアバージョンとモデル番号（PID）を知っていることを確認し
ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Servers]タブをクリックします。

ステップ 2 [Servers]タブの [Servers] ➤ [Policies]を展開します。

ステップ 3 アップデートするポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Host Firmware Packages]を展開し、アップデートするポリシーを選択します。

ステップ 5 右側の表で、次の手順を実行して、アップデートするファームウェアの既存のエントリを削除し

ます。

a) 表の、変更するファームウェアバージョンの行を選択します。
b) 右クリックし、[Delete]を選択します。
c) [Yes]をクリックして、そのエントリを削除することを確認します。

ステップ 6 [General]タブで、下矢印をクリックして、左側の 1つ以上の次のセクションを展開します。

•アダプタファームウェアパッケージ

•ストレージコントローラファームウェアパッケージ

•ファイバチャネルアダプタファームウェアパッケージ

• BIOSファームウェアパッケージ

• HBAオプション ROMパッケージ

•ボードコントローラパッケージ

ステップ 7 パッケージにファームウェアを含めるエンドポイントの各セクションで、次の手順を実行します。

a) 表の、パックを追加するファームウェアバージョンの行を選択します。
デフォルトで、エントリがベンダー名でソートされます。エントリをソートするには、カラム

見出しをクリックします。

b) 行を右側の表にドラッグします。
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ファームウェアバージョンは、このファームウェアパックに関連付けられているサーバのモ

デル番号（PID）と一致している必要があります。誤ったモデル番号のファームウェアバー
ジョンを選択した場合、CiscoUCSManagerによってファームウェアアップデートをインストー
ルできません。

c) [Yes]をクリックして、正しいバージョンを選択したことを確認します。

ステップ 8 この管理ファームウェアパッケージに、別のモデル番号（PID）のサーバのファームウェアアッ
プデートを含める必要がある場合は、ステップ 6と 7を繰り返します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。
Cisco UCS Managerによって、このポリシーをインクルードしているサービスプロファイルに関
連付けられているすべてのサーバに照らして、モデル番号とベンダーが検証されます。モデル番

号とベンダーが、ポリシーのファームウェアバージョンと一致していれば、Cisco UCS Manager
によってファームウェアがアップデートされます。

次の手順

ホストファームウェアパッケージに含まれるエンドポイントのファームウェアが Release 1.3(1)
にアップデートされたことを確認します。ファームウェアがアップデートされていない場合は、

ホストファームウェアパッケージのモデル番号とベンダーをアップデートされたエンドポイント

のそれらと照らして確認します。
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